
 

 

                                                                                                                                                                           

 

根気よく、主体的に学ぼう ～自分も周囲の人も大切にしよう～ 自分と向き合い、進路を切り開こう 

  

 １０月６日(水)に体育大会があります。 

今年度は文化発表会が全校で出来なかったので、唯一の全校生徒での行事です。今年

度もコロナ感染症の影響でエール交換やブロック種目が出来ませんが、日々の練習で

一生懸命取り組むみなさんの姿は必ず行事を成功に導いてくれるものと感じていま

す。 

ところで、皆さんは中学校に行事がある目的はなんだと思いますか？  

 

 行事での目的とは・・・ 

体育大会 

①普段の生徒の体育授業活動の発表の場とする。 

②縦割りブロック制により、学年の枠を越えた生徒の交流の場とする。 

③それぞれの役割を責任持って果たすことにより、責任感・ 

自主性の育成を図る。 

④全校で集団行動を行うことでルールの大切さ・協調性・一体感を養わせる。 

 

難しいですね・・シンプルに言うと・・・ 

【学校行事を通じてみんなでひとつになり活動し、その中で協調性や責任感を身につ

けること。みんなで充実した時間を過ごす！】   

 

このような目的の中での活動ですが、目的がよく分からないまま活動をしていって

しまうことで、少しずつ派手になりつつあるのが、打ち上げです。 

ここまでで説明してきた学校行事の主旨を踏まえると、学校外での打ち上げなどに

ついては学校としては原則禁止にします。 

今年度はコロナ不安での活動制限などもあることも含めてですが、それが無くても

行事は成功します。打ち上げは、目的とは関係のないものです。 

 

改めて、理由としては・・・ 

 

①一人ひとり平等に集団育成を意図とする教育活動で得られたものが、個々の諸事情によって

参加・不参加の状況が作られバラバラになってしまうこと 

 ②大阪府の条例により１６歳未満の者は午後２０時～翌日の午前４時まで外出しないように決

められていること 

 ③飲食店や商業施設に大人数で出入りする事によるトラブル防止 

 

学校での目標と目的達成のために、一瞬一瞬に一所懸命になり、次につなげられる行

事にしましょう。 

 

 公立の学校でもタブレットが導入され、オンライン授業を行なったり、授業で活用

したりとＩＣＴ環境が凄まじいスピードで整備されています。 

 しかし、個人に貸し出しているタブレットは何でも自由に使用していいとは限りま

せん。最近タブレットで youtube を見たり、ゲームをしていて注意された人もいま

す。また、１学期に行ったＳＮＳの授業でも伝えましたが、画面上でのやりとりで、

間違ったコミュニケーションや、場合によっては『いじめ』につながる事もあります。   

もう一度、使用前に確認した確認書の内容を頭に置いて使用して下さい。 

 

 

茨木市学習用タブレット端末利用についての確認書 

 

 

使用の目的について 

 茨木市から貸与されたタブレット端末及びソフトウェアは、学校や家庭での学習、学校と家

庭の連絡用として使用します。 
 

個人情報の保護について 

 写真を撮ったり、音や映像を録音録画したりする時は、相手の許可(肖像権等)を得るように

します。 

 自分や他人の個人情報をインターネット上に公開しません。 
 

人権侵害について 

 相手を思いやり、傷つけたり不快感を与えたりしないようにします。 
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著作権について 

 他人の作品や表現を尊重し、使用する時は許可を得るようにします。 
 

安全性やネットワーク上のルールやマナーについて 

 インターネットで不適切なサイトの閲覧や投稿を行わないようにします。 

 不適切な使用をしていないか、先生や保護者が確認することに同意します。 
 

健康面について 

 健康に留意し、時間を決めて使用します。 
 

Wi-Fiルータについて（貸与を受ける方のみ） 

 学校から貸与された Wi-Fi ルータは、児童生徒の学習と学校と家庭との連絡以外の用途には

使用しません。 

 

上記の条件をしっかり守り、学習用タブレットを使用します。 

 

 

自分自身のため、そして人を傷つけないために、正しく使いましょう！ 


